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日
本
の
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
に
関
す
る
考
察
、 

一
九
九
九
―
二
〇
二
二
年

宮　
　
　

岡　
　
　
　

勲

は
じ
め
に

Ⅰ　

能
力
保
有
に
向
け
た
慎
重
な
対
応

Ⅱ　

事
実
上
の
能
力
導
入
か
ら
保
有
公
式
化
へ
の
政
治
過
程

Ⅲ　

安
保
三
文
書
に
お
け
る
反
撃
能
力

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

日
本
政
府
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
自
衛
権
発
動
の
三
要
件
を
満
た
す
、
い
わ
ゆ
る
「
敵
基
地
攻
撃
」
は
合
憲
で
あ
る
が
、
政

策
判
断
と
し
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
し
な
い
と
い
う
見
解
を
維
持
し
て
き
た
。
九
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
が
日
本
列
島
を
越
え
て
太
平
洋
に
着
水
し
た
こ
と
を
契
機
に
同
能
力
保
有
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
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後
、
約
三
〇
年
以
上
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
に
お

い
て
、「
反
撃
能
力
」
と
い
う
名
称
で
能
力
保
有
の
明
記
に
至
っ
た
。
そ
の
戦
略
文
書
で
は
、
冒
頭
の
「
策
定
の
趣
旨
」
の
と
こ
ろ

に
「
本
戦
略
に
基
づ
く
戦
略
的
な
指
針
と
施
策
は
、
そ
の
枠
組
み
に
基
づ
き
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
基
本
的
な
原
則
を
維

持
し
つ
つ
、
戦
後
の
我
が
国
の
安
全
保
障
政
策
を
実
践
面
か
ら
大
き
く
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
歴
史
的

な
政
策
転
換
の
目
玉
が
反
撃
能
力
の
保
有
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
比
較
的
新
し
い
反
撃
能
力
に
つ
い
て
紹
介
す
る
先
行
研
究（

（
（

は
あ
る
も
の
の
、
反
撃
能
力
の
保
有
に
至
る
政
治
過
程
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
」、
そ
し
て
「
過
去
の
経
緯
が
反
撃
能
力
に
関
す
る
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
」
を
研
究
の
問

い
と
し
て
設
定
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
反
撃
能
力
の
法
的
・
政
策
的
な
是
非
を
議
論
す
る
も
の
で
は
な
い（

（
（

。

　

本
稿
の
資
料
と
し
て
は
、
政
府
文
書
の
公
開
が
進
ん
で
い
な
い
比
較
的
に
新
し
い
時
期
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
に

公
開
資
料
を
使
っ
た
。
具
体
的
に
挙
げ
れ
ば
、
日
本
政
府
の
戦
略
文
書（

（
（

、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
戦
略
文
書（

（
（

、
日
米
両
政
府
の
共
同
文
書（

（
（

、

防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』（

（
（

、
国
会
会
議
録（

（
（

、
自
由
民
主
党
（
自
民
党
）
の
提
言
文
書（

（
（

、
そ
れ
に
新
聞
記
事
な
ど
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
は
、「
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
一
つ
目
の
問
い
に
対
し
、
一

九
九
九
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
の
政
治
過
程
を
一
〇
年
代
の
中
頃
で
二
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
日
本
政
府
が
能
力
保
有
に
向

け
て
慎
重
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
最
初
の
時
期
を
第
Ⅰ
節
で
、
事
実
上
の
能
力
導
入
か
ら
保
有
を
公
式
化
し
た
次
の
時
期
を
第
Ⅱ
節

で
扱
う
。
そ
し
て
、
第
Ⅲ
節
は
、「
過
去
の
経
緯
が
反
撃
能
力
に
関
す
る
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
」
と
い
う
二
つ

目
の
問
い
に
対
し
、
保
有
を
公
式
化
し
た
安
全
保
障
関
連
文
書
（
い
わ
ゆ
る
「
安
保
三
文
書
」）
に
書
き
込
ま
れ
た
反
撃
能
力
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
の
考
察
を
要
約
し
た
後
、
研
究
対
象
の
政
治
過
程
に
影
響
を
与
え
た
主
要
な
要
因
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
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Ⅰ　

能
力
保
有
に
向
け
た
慎
重
な
対
応

　

本
節
は
、「
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
一
つ
目
の
問
い
に
対
し
、
一
九
九
九

年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
の
政
治
過
程
の
う
ち
、
一
〇
年
代
の
中
頃
ま
で
を
扱
う
。
以
下
、
自
民
党
に
お
い
て
保
有
に
向
け
た

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
き
た
九
九
―
一
二
年
の
時
期
（
第
一
項
）
お
よ
び
一
三
年
の
二
五
防
衛
大
綱
と
一
五
年
の
新
日
米
指

針
の
時
期
（
第
二
項
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1　

自
民
党
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
（
一
九
九
九
―
二
〇
一
二
年
）

　

北
朝
鮮
は
、
九
八
年
八
月
三
一
日
に
テ
ポ
ド
ン
1
を
基
礎
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
の
上
空
を
飛
び
越
え

る
形
で
発
射
し
て
、
日
本
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
テ
ポ
ド
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
日

米
共
同
技
術
研
究
に
関
す
る
同
年
の
閣
議
決
定
や
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す
る
〇
三
年
末
の
閣
議
決
定
を
後

押
し
し
た
。
そ
の
後
、
海
上
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
艦
搭
載
Ｓ
Ｍ
―

3
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
上
層
・
ミ
ッ
ド
コ
ー
ス
段
階
で
の
迎
撃
と
、

航
空
自
衛
隊
の
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
Ｐ
Ａ
Ｃ
―

3
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
下
層
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
段
階
で
の
迎
撃
と
い
う
多
層
防
衛
体
制
の
整
備

が
行
わ
れ
て
き
た（

（1
（

。

　

敵
基
地
攻
撃
に
関
す
る
議
論
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
九
九
年
頃
で
あ
る（

（1
（

。
国
会
に
お
い
て
も
、
敵
基
地
攻
撃
が
許
容
さ

れ
る
武
力
攻
撃
発
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
問
題
や
、
敵
基
地
攻
撃
と
専
守
防
衛
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
発
言
が
防
衛
庁
長
官
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
三

年
三
月
二
七
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
、
石
破
茂
防
衛
庁
長
官
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
つ
い
て
「
私
は
検

討
す
る
に
値
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
、
正
直
申
し
上
げ
て
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
発
言
は
波
紋
を
呼
ん
だ
が
、
公
に
は
具
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体
的
な
検
討
は
行
わ
れ
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

〇
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
防
衛
白
書
』
は
、
期
基
地
攻
撃
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　

わ
が
国
が
現
に
保
有
す
る
防
衛
力
に
つ
い
て
い
う
と
、
自
衛
隊
は
、
現
在
、
敵
基
地
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
装
備
体
系
（
た
と

え
ば
、
敵
基
地
の
正
確
な
位
置
を
把
握
し
、
敵
の
地
上
レ
ー
ダ
ー
・
サ
イ
ト
を
無
力
化
し
た
上
で
、
敵
基
地
を
正
確
に
攻
撃
す
る
こ
と
に
適

し
た
装
備
体
系
）
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自
衛
隊
が
敵
基
地
に
対
し
、
軍
事
的
に
有
効
な
攻
撃
を
行
う
こ
と
は
、
現
実
の
可
能
性
と

し
て
極
め
て
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、「
わ
が
国
に
対
し
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
日
米
安
保
体
制
の
枠
組
み
に
基
づ
く
日
米
共
同
対
処
と
い

う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
と
し
て
、
九
七
年
の
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」（
以
下
「
九
七
日
米
指
針
」
と
い
う
）

の
該
当
箇
所
「
自
衛
隊
及
び
米
軍
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
応
す
る
た
め
に
密
接
に
協
力
し
調
整
す
る
。
米
軍
は
、
日
本
に
対

し
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
打
撃
力
を
有
す
る
部
隊
の
使
用
を
考
慮
す
る
」
を
引
用
し
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
〇
六
年
七
月
五
日
に
北
朝
鮮
が
七
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
と
、
同
九
日
に
、
額
賀
福
志
郎
防
衛
庁
長
官
は
「
国

民
を
守
る
た
め
に
は
最
低
の
も
の
（
装
備
）
は
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
与
党
で
議
論
す
べ
き
だ
」
と
記
者
団
に
対
し
て
述
べ
た
。

他
方
で
、
小
泉
純
一
郎
首
相
は
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
つ
い
て
否
定
的
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
与
党
の
一
角
を
占
め
る
公
明

党
が
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
事
情
も
あ
っ
た（

（1
（

。
北
朝
鮮
は
、
同
年
一
〇
月
に
初
め
て
の
核
実
験
も
行
っ
た
。

　

〇
九
年
四
月
に
、
北
朝
行
が
発
射
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
テ
ポ
ド
ン
2
ま
た
は
派
生
型
）
が
太
平
洋
に
向
け
て
東
北
地
方
上
空
を
通

過
し
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
は
、
五
月
に
二
回
目
の
核
実
験
を
行
う
と
と
も
に
、
七
月
に
は
七
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。
同

年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
の
改
定
に
向
け
て
、
六
月
九
日
、
自
民
党
の
国
防
部
会
と
安
全
保
障
調
査
会
な
ど

か
ら
な
る
合
同
部
会
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
「
敵
ミ
サ
イ
ル
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
に
関
す
る
検
討
を
含
む
提
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言
を
決
定
し
た（

（1
（

。
そ
の
後
、
同
年
九
月
に
鳩
山
由
起
夫
首
相
率
い
る
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、
防
衛
計
画
の
大
綱
の
策
定
が
一
年
延

期
と
な
っ
た
。
自
民
党
の
政
務
調
査
会
と
国
防
部
会
は
、
翌
年
に
「
日
米
安
保
体
制
下
の
敵
ミ
サ
イ
ル
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
と

い
う
見
出
し
を
含
む
提
言
を
採
択
し
た（

（1
（

。
し
か
し
、
民
主
党
政
権
が
主
導
し
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
敵
ミ
サ
イ
ル
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
検
討
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

2　

二
五
防
衛
大
綱
と
新
日
米
指
針
（
二
〇
一
三
―
一
五
年
）

　

安
全
保
障
政
策
の
強
化
に
積
極
的
な
安
倍
晋
三
首
相
の
下
で
、
一
二
年
末
に
自
民
党
が
政
権
に
復
帰
し
て
か
ら
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
に
向
け
て
少
し
前
進
が
あ
っ
た
。
自
民
党
は
党
全
体
と
し
て
一
三
年
六
月
四
日
に
「
新
『
防
衛
計
画
の
大
綱
』
策
定
に
係

る
提
言
」
を
決
定
し
た
。
そ
の
提
言
に
は
「
同
盟
国
に
よ
る
『
拡
大
抑
止
』
の
信
頼
性
を
一
層
強
固
に
す
る
観
点
か
ら
、
従
前
か
ら

法
理
上
は
可
能
と
さ
れ
て
き
た
自
衛
隊
に
よ
る
『
策
源
地
攻
撃
能
力
』
の
保
持
に
つ
い
て
、
周
辺
国
の
核
兵
器
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等

の
開
発
・
配
備
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
を
開
始
し
、
速
や
か
に
結
論
を
得
る
」
と
明
記
さ
れ
た（

（1
（

。
同
年
発
表
の
『
防
衛
白
書
』

も
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
め
ぐ
る
議
論
を
取
り
上
げ
て
い
る（

（2
（

。
北
朝
鮮
は
、
一
二
年
に
二
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
、
ま
た
、
翌

年
二
月
に
三
回
目
の
核
実
験
を
行
っ
て
い
た
。

　

結
果
的
に
は
、
一
三
（
平
成
二
五
）
年
末
に
策
定
さ
れ
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」（
以
下
「
二
五
防
衛
大
綱
」
と
い
う
）
に
は
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
へ
の
対
応
に
関
連
し
て
「
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
向
上
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処
能
力

の
総
合
的
な
向
上
を
図
る
」
と
の
一
文
や（

（2
（

、「
ま
た
、
日
米
間
の
適
切
な
役
割
分
担
に
基
づ
き
、
日
米
同
盟
全
体
の
抑
止
力
の
強
化

の
た
め
、
我
が
国
自
身
の
抑
止
・
対
処
能
力
の
強
化
を
図
る
よ
う
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
手
段
等
に
対
す
る
対
応
能
力
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
の
上
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。」
と
の
一
文
が
挿
入
さ
れ
た
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
手
段

等
に
対
す
る
対
応
能
力
」
と
い
う
少
し
柔
ら
か
な
表
現
に
し
た
上
で
、
そ
の
検
討
に
つ
い
て
初
め
て
防
衛
大
綱
に
書
き
込
ん
だ
の
で
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あ
る
。

　

二
五
防
衛
大
綱
の
表
現
が
曖
昧
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
背
景
に
は
、
連
立
与
党
の
一
角
を
占
め
る
公
明
党
と
同
盟
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
の
消
極
的
な
姿
勢
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、「
平
和
の
党
」
を
自
認
す
る
公
明
党
が
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な

か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
、
一
二
年
末
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
政
府
に

非
公
式
に
打
診
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
中
国
や
韓
国
へ
の
配
慮
や
自
衛
隊
の
自
立
へ
の
懸
念
か
ら
、
米
側
か
ら
の
回
答
は
否
定
的

な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
当
時
の
オ
バ
マ
（Barrack O

bam
a

）
政
権
は
、
中
国
に
対
し
て
「
関
与
（engagem

ent

）」
と
呼
ば
れ

る
協
調
を
重
ん
じ
る
政
策
を
と
っ
て
い
た（

（2
（

。

　

二
五
防
衛
大
綱
に
見
直
し
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」（
以
下
「
新
日
米
指
針
」
と
い
う
）
は
、
日

米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
一
五
年
四
月
に
決
定
さ
れ
た
。「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
の
作
戦
」
に
お
い
て

は
、
以
下
の
と
お
り
書
き
込
ま
れ
た
。

　

自
衛
隊
及
び
米
軍
は
、
日
本
に
対
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
、
共
同
作
戦
を
実
施
す
る
。

　

自
衛
隊
及
び
米
軍
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
早
期
に
探
知
す
る
た
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
交
換
を
行
う
。
弾
道
ミ
及
び
ル
攻
撃
の

兆
候
が
あ
る
場
合
、
自
衛
隊
及
び
米
軍
は
、
日
本
に
向
け
ら
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
し
て
防
衛
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
作
戦
に
従

事
す
る
部
隊
を
防
護
す
る
た
め
の
実
効
的
な
態
勢
を
維
持
す
る
。

　

自
衛
隊
は
、
日
本
を
防
衛
す
る
た
め
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
作
戦
を
主
体
的
に
実
施
す
る
。

　

米
軍
は
、
自
衛
隊
の
作
戦
を
支
援
し
及
び
補
完
す
る
た
め
の
作
戦
を
実
施
す
る
。

北
朝
鮮
が
一
四
年
の
三
月
、
六
月
、
お
よ
び
七
月
に
計
一
一
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
い
た
が
、
新
日
米
指
針
に
は
「
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
手
段
等
に
対
す
る
対
応
能
力
」
の
よ
う
な
表
現
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
日
米
の
役
割
分
担
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
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の
記
述
も
な
か
っ
た
。

　

他
方
で
、
九
七
日
米
指
針
に
は
あ
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
「
打
撃
力
を
有
す
る
部
隊
の
使
用
」
と
い
う
表
現
が
な
く
な
っ
て

い
る（

（2
（

。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、「『
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
』
に
関
し
て
は
、
従
来
の
『
矛
と
楯
』
の
役
割
分
担
は
既
に
改
定
さ
れ
、

『
打
撃
力
を
有
す
る
部
隊
の
使
用
』
を
含
め
自
衛
隊
が
主
体
的
に
実
施
し
、
米
軍
は
そ
れ
を
『
支
援
し
補
完
』
す
る
と
い
う
役
割
分

担
に
代
わ
っ
て
い
る
」
と
の
指
摘
も
存
在
す
る（

（2
（

。
オ
バ
マ
政
権
が
一
五
年
二
月
に
公
表
し
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）

は
、
対
中
政
策
に
つ
い
て
協
力
に
加
え
競
争
を
強
調
し
始
め
て
い
た（

（2
（

。

Ⅱ　

事
実
上
の
能
力
導
入
か
ら
保
有
公
式
化
へ
の
政
治
過
程

　

本
節
は
、「
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
一
つ
目
の
問
い
に
対
し
、
一
九
九
九

年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
の
政
治
過
程
の
う
ち
、
一
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
の
時
期
を
扱
う
。
以
下
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ

イ
ル
の
導
入
の
時
期
（
二
〇
一
六
―
一
七
年
）、
能
力
保
有
明
記
の
先
送
り
の
時
期
（
二
〇
一
八
―
二
一
年
）、
お
よ
び
能
力
保
有
の
公

式
化
の
時
期
（
二
〇
二
一
―
二
二
年
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1　

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
（
二
〇
一
六
―
一
七
年
）

　

北
朝
鮮
は
、
一
六
年
と
そ
の
翌
年
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
核
兵
器
の
開
発
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
。
一
六
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
最

多
と
な
る
計
二
三
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
発
射
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
Ｓ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
、
射
程
約
一
〇
〇
〇
㎞
未
満
）
や
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｍ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
、
射
程
約
一
〇
〇
〇
㎞
以
上
・
約
三
〇
〇
〇
㎞
未
満
）

だ
け
で
は
な
く
、
グ
ア
ム
を
射
程
に
収
め
る
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
、
射
程
約
三
〇
〇
〇
㎞
以
上
・
約
五
五
〇
〇
㎞
未
満
）
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級
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
、
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）
も
一
〇
発
以
上
発
射
さ
れ
た（

（2
（

。
一
七
年
に
は
、
一
七
発
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、
射
程
約
五
五
〇
〇
㎞
以
上
）
級
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
含

ま
れ
、
特
に
一
一
月
二
九
日
に
発
射
し
た
火
星
一
五
型
ミ
サ
イ
ル
は
ア
メ
リ
カ
本
土
全
域
を
射
程
に
収
め
る
と
公
表
さ
れ
た（

（2
（

。
ま
た
、

ま
た
、
一
七
年
に
は
四
回
目
と
五
回
目
の
核
実
験
を
、
ま
た
、
翌
年
に
は
六
回
目
と
な
る
過
去
最
大
規
模
の
核
実
験
も
行
っ
た
が
、

そ
れ
は
水
爆
実
験
並
の
出
力
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
核
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
進
展
に
よ
り
、
日
本
の
同
盟
国
ア

メ
リ
カ
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
抑
止
力
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

日
本
政
府
は
、
一
七
年
三
月
の
時
点
で
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
向
け
た
検
討
を
少
な
く
と
も
本
格
的
に
は
ま
だ
始
め
な

か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
同
月
三
〇
日
に
自
民
党
政
務
調
査
会
が
出
し
た
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
迅
速
か
つ
根
本
的
な
強
化
に
関
す

る
提
言
」
に
は
「
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
は
じ
め
、
わ
が
国
と
し
て
の
『
敵
基
地
反
撃
能
力
』
を
保
有
す
べ
く
、
政
府
に
お
い
て
直
ち
に

検
討
を
開
始
す
る
こ
と
」
と
い
う
一
文
が
あ
る（

（3
（

。
同
提
言
は
、
先
制
攻
撃
は
し
な
い
と
い
う
点
を
強
調
す
る
た
め
「
敵
基
地
反
撃
能

力
」
と
い
う
用
語
を
採
用
し
た
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
検
討
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
代
わ
り
に
進
展
が
あ
っ
た
の
が
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
検
討
で
あ
る
。

そ
の
検
討
の
結
果
、
一
七
年
一
二
月
八
日
の
記
者
会
見
で
、
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
は
、
八
月
の
概
算
要
求
に
含
め
て
い
な
か
っ
た

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
に
つ
い
て
追
加
的
な
予
算
要
求
を
行
う
こ
と
を
公
表
し
た（

（3
（

。
取
得
・
調
査
予
定
の
ミ
サ
イ
ル

は
、
Ｊ
Ｓ
Ｍ（

（3
（

、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ（

（3
（

、
お
よ
び
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ（

（3
（

の
三
つ
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。
こ
れ
ら
は
、「
敵
の
探
知
範
囲
・
射
程
と
い
っ

た
脅
威
圏
外
」（
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
）
か
ら
発
射
で
き
る
長
射
程
の
、
ス
テ
ル
ス
性
を
備
え
た
巡
航
ミ
サ
イ
ル
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
を
導
入
す
る
理
由
と
し
て
は
、「
自
衛
隊
員
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
」、「
わ
が
国
に
侵
攻
す
る
敵
の
水
上
部
隊
や

上
陸
部
隊
に
対
処
」
す
る
作
戦
や
「
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら
わ
が
国
を
守
る
イ
ー
ジ
ス
艦
」
を
防
護
す
る
作
戦
を
効
果
的
に

行
え
る
こ
と
を
挙
げ
た（

（3
（

。
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な
お
、
こ
の
記
者
会
見
で
は
、
発
表
事
項
の
最
後
の
と
こ
ろ
が
注
目
に
値
す
る
。
ま
ず
、
防

衛
大
臣
は
「
今
般
の
ス
タ
ン
ド
オ
フ
ミ
サ
イ
ル
は
、
あ
く
ま
で
わ
が
国
防
衛
の
た
め
に
導
入
す

る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
『
敵
基
地
攻
撃
』
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
わ

ざ
わ
ざ
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
沖
縄
本
島
か
ら
尖
閣
諸
島
ま
で
の
距
離
が
約

四
〇
〇
㎞
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
一
千
㎞
に
近
い
射
程
は
離
島
防
衛
に
は
不
要
で
あ
る
と
の

声
も
聞
か
れ
た（

（3
（

。

　

次
に
、
防
衛
大
臣
は
「
い
わ
ゆ
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
に
つ
い
て
は
、
日
米
の
役
割
分
担

の
中
で
、
米
国
に
依
存
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
日
米
間
の
基
本
的
な
役
割
分
担
を
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
続
け
て
い
る
。
二
二
年
に
反
撃
能
力
の
保
有
を
明
記
し
た

「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
や
「
国
家
防
衛
戦
略
」
に
お
い
て
も
引
き
続
き
「
日
米
の
基
本
的
な

役
割
分
担
は
今
後
も
変
更
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
ミ
サ
イ
ル
開

発
国（

（3
（

と
の
「
調
整
」
が
つ
い
た
と
の
記
者
会
見
で
の
説
明
か
ら
判
断
す
る
と
、
日
本
は
防
御

（
盾
）、
ア
メ
リ
カ
は
打
撃
（
矛
）
と
い
う
「
日
米
間
の
基
本
的
な
役
割
分
担
の
変
更
」
に
該
当

し
な
い
程
度
の
、
日
本
側
の
小
規
模
で
補
完
的
な
敵
基
地
攻
撃
（
打
撃
）
に
つ
い
て
は
日
米
間

で
共
通
理
解
に
達
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
（D

onald 

T
rum

p

）
大
統
領
が
同
盟
国
へ
の
武
器
輸
出
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
現
状
変
更
的
な
中
国
や
ロ
シ
ア
と
の
大
国
間
競
争
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
事

情
も
あ
っ
た（

（3
（

。

表 1　日本による取得・調査対象のスタンド・オフ・ミサイル

出典：防衛省「大臣会見概要」（2017 年 12 月 8 日）

名称 JSM LRASM JASSM

用途 対艦・対地 対艦・対地 対地

最大射程距離 約 500㎞ 約 900㎞

搭載戦闘機 Ｆ ― 35 Ａ Ｆ ― 15 など

開発国 ノルウェー製 アメリカ製

予算の目的 取得 Ｆ ― 15 に装着することについての調査・準備
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2　

能
力
保
有
明
記
の
先
送
り
（
二
〇
一
八
―
二
一
年
）

　

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
を
検
討
し
た
際
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
関
す
る
検
討
も
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

自
民
党
政
務
調
査
会
の
「
新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
た
提
言
」（
一
八
年
五
月
二
九
日
）（

（4
（

で
は
、「『
敵
基
地
反
撃
能
力
』
の
保
有
に
つ
い
て
の
検
討
を
促
進
す
る
」
と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
二
月
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」（
以
下
「
三
〇
防
衛
大
綱
」
と
い
う
）
は
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
の
明
記
を
見
送
っ
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
憲
法
九
条
改
正
を
目
指
し
て
い
た
安
倍
晋
三
首
相
に
は
、

防
衛
大
綱
の
議
論
で
野
党
を
刺
激
し
た
く
な
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
と
い
う（

（4
（

。
ま
た
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
に
向
け
た
米
朝
交
渉
が

進
行
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る（

（4
（

。
北
朝
鮮
は
、
一
八
年
を
通
じ
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
行
う
こ
と
は
な

か
っ
た（

（4
（

。

　

三
〇
防
衛
大
綱
に
は
、
代
わ
り
に
「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
能
力
」
の
項
に
お
い
て
「
日
米
間
の
基
本
的
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、

日
米
同
盟
全
体
の
抑
止
力
の
強
化
の
た
め
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
手
段
等
に
対
す
る
我
が
国
の
対
応
能
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
検
討
の
上
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
と
い
う
、
二
五
防
衛
大
綱
の
表
現
と
よ
く
似
た
文
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
検
討
」
の
前
に

は
「
引
き
続
き
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
た
。
ま
た
、
二
五
防
衛
大
綱
の
「
日
米
間
の
適
切
な
役
割
分
担
」
と
い
う
表
現
は
、
前
年
一

二
月
の
防
衛
大
臣
に
よ
る
記
者
会
見
で
使
わ
れ
て
い
た
「
日
米
間
の
基
本
的
な
役
割
分
担
」
と
い
う
表
現
へ
変
更
さ
れ
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る（

（4
（

（
前
項
参
照
）。

　

な
お
、
三
〇
防
衛
大
綱
に
は
「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
能
力
」
と
は
別
に
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
」
の
項
が
設
け
ら
れ
た
。

後
者
は
あ
く
ま
で
も
「
島
嶼
部
を
含
む
我
が
国
へ
の
侵
攻
を
試
み
る
艦
艇
や
上
陸
部
隊
等
」
を
対
象
に
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
同
時
期
に
決
定
さ
れ
た
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
平
成
31
年
度
～
平
成
35
年
度
）」
に
お
い
て
も
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防

衛
能
力
と
し
て
Ｊ
Ｓ
Ｍ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
、
お
よ
び
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
た
。
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敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
論
が
再
燃
し
始
め
た
の
は
、
二
〇
年
六
月
一
五
日
に
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
計
画
の
停
止
が
発
表

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
三
日
後
に
は
、
安
倍
晋
三
首
相
が
記
者
会
見
で
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
を
含
め
て
新
し
い
安
全
保
障
政

策
の
議
論
を
始
め
る
と
発
言
し
て
い
る（

（4
（

。
北
朝
鮮
は
、
前
年
に
ア
メ
リ
カ
を
刺
激
す
る
よ
う
な
中
・
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し

な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
で
最
多
の
二
五
発
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
発
射
し
て
い
た
。
首
相
の
表
明
を
受
け
て
自
民

党
政
務
調
査
会
は
、
二
〇
年
八
月
四
日
に
「
国
民
を
守
る
た
め
の
抑
止
力
向
上
に
関
す
る
提
言
」
を
公
表
し
た
。
そ
れ
は
、
抑
止
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
「
相
手
領
域
内
で
も
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
阻
止
す
る
能
力
の
保
有
」
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
政
府
に
対
し
「
早
急
に
検
討
し
結
論
を
出
す
こ
と
」
を
求
め
た（

（4
（

。

　

し
か
し
、
積
極
派
の
安
部
首
相
が
翌
月
に
辞
任
し
て
し
ま
い
、
消
極
派
の
菅
義
偉
衆
議
院
議
員
が
首
相
（
二
〇
年
九
月
―
二
一
年

一
〇
月
）
と
な
っ
た
た
め
、
一
年
以
上
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
関
す
る
議
論
は
、
表
向
き
に
は
棚
上
げ
さ
れ
た（

（4
（

。

　

政
府
は
、
一
二
月
一
八
日
の
閣
議
に
お
い
て
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
関
す
る
新
た
な
二
つ
の
指
針
を
決
定
し
た
。
一
つ
は
、「
陸
上
配

備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
替
え
て
、
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
2
隻
を
整
備
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
中
期

防
に
お
い
て
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
整
備
及
び
研
究
開
発
に
加
え
、
多
様
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
運
用
を
前
提
と
し
た
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
を
行
う
」
こ
と
で
あ
る（

（4
（

。
二
つ
目
の
指
針
は
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
と
な
り
得
る
国
産
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
は
、
慎
重
姿
勢
の
公
明
党
へ
の
配
慮
か
ら
明
記
で
き
な
か
っ
た
と
い
う（

（4
（

。

　

ま
た
、
自
民
党
政
務
調
査
会
は
、
二
一
年
五
月
に
「
激
変
す
る
安
全
保
障
環
境
に
対
応
し
た
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
た
め
の
提

言
」
を
提
出
し
た（

（5
（

。
こ
ち
ら
は
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
と
そ
の
た
め
の
「
防
衛
費
の
相
当
な
増
額
」
を
求
め
た
、
翌
年
の
安
保

三
文
書
に
強
い
影
響
を
与
え
た
提
言
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
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3　

能
力
保
有
の
公
式
化
（
二
〇
二
一
―
二
二
年
）

（
1
）　
公
式
化
に
至
っ
た
経
緯

　

岸
田
文
雄
首
相
が
二
一
年
一
〇
月
に
政
権
を
引
き
継
ぐ
と
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
向
け
て
議
論
が
本
格
化
し
た
。
自
民
党

は
、
政
権
公
約
に
「
相
手
領
域
内
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
阻
止
す
る
能
力
の
保
有
を
含
め
て
、
抑
止
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
新
た

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
」
と
明
記
し
て
、
月
末
の
衆
院
選
を
戦
い
選
挙
に
勝
利
し
た（

（5
（

。
翌
月
に
は
、「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
の

改
定
に
向
け
て
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
の
議
論
と
並
行
し
て
、
政
府
が
与
党
と
調
整
を
開
始
し
た（

（5
（

。

　

自
民
党
が
二
二
年
四
月
に
公
表
し
た
「
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の
策
定
に
向
け
た
提
言
」
で
は
、「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

を
含
む
わ
が
国
へ
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
反
撃
能
力
の
保
有
」
の
項
が
設
け
ら
れ
た
。
自
民
党
の
提
言
で
は
初
め
て
、
保
有
の
検
討

で
は
な
く
保
有
そ
の
も
の
が
提
言
内
容
の
一
部
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
際
法
違
反
と
な
る
先
制
攻
撃
と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
「
反
撃

能
力
（counterstrike capabilities
）」
と
い
う
用
語
を
採
択
し
た
こ
と
と
、「
反
撃
能
力
の
対
象
範
囲
は
、
相
手
国
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
手
国
の
指
揮
統
制
機
能
等
も
含
む
も
の
と
す
る
」
と
い
う
一
文
が
入
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
（
（5
（

。
指
揮
統
制
機
能
と
は
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
指
示
す
る
司
令
部
な
ど
を
指
し
て
い
る（

（5
（

。

　

一
一
月
に
は
、
政
府
が
安
保
三
文
書
改
定
に
向
け
て
設
置
し
た
「
国
力
と
し
て
の
防
衛
力
を
総
合
的
に
考
え
る
有
識
者
会
議
」
が

報
告
書
を
公
表
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
の
重
点
項
目
の
一
つ
と
し
て
反
撃
能
力
を
挙
げ
、「
我
が
国
の

反
撃
能
力
の
保
有
と
増
強
が
抑
止
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
書
き
込
ん
だ（

（5
（

。

　

一
二
月
二
日
に
は
、
与
党
で
あ
る
自
民
党
と
公
明
党
の
実
務
者
協
議
に
お
い
て
反
撃
能
力
保
有
に
つ
い
て
正
式
合
意
に
至
り
、
政

府
は
政
策
を
転
換
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
民
党
の
公
明
党
へ
の
配
慮
か
ら
、
自
民
党
が
四
月
に
出
し
た
提
言
に
お
い
て
反
撃
対
象
に

含
ま
れ
て
い
た
敵
の
司
令
部
な
ど
の
「
指
揮
統
制
機
能
」
に
つ
い
て
は
安
保
三
文
書
に
明
記
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た（

（5
（

。
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（
2
）　
公
式
化
に
至
っ
た
要
因

　

こ
の
政
策
転
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
安
全
保
障
環
境
の
急
速
な
悪
化
、
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
、
国
内
世
論
の
変
化
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
安
全
保
障
環
境
の
急
速
な
悪
化
が
根
本
的
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
、
二
二
年
に
そ
れ
ま
で
で
最
多
と
な
る

五
九
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
い
る
。
こ
の
発
射
回
数
は
、
二
番
目
に
多
い
一
九
年
の
二
五
発
と
比
べ
て
も
格
段
に
多
か
っ

た
（
（5
（

。
ま
た
、
北
朝
鮮
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
核
戦
力
お
よ
び
ミ
サ
イ
ル
戦
力
を
有
す
る
中
国
も
、
二
二
年
八
月
に
日
本
の
排
他
的

経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
含
む
日
本
近
海
へ
九
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
こ
と
な
ど
「
台
湾
周
辺
海
空
域
に
お
い
て
軍
事
活

動
を
活
発
さ
せ
て
お
り
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
を
含
む
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社
会

全
体
に
お
い
て
急
速
に
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
」（

（5
（

状
況
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
筆
頭
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
安
全
保
障
環
境
の
悪
化
を
象
徴
す
る
出
来
事
も
起
き
て
お
り
、
そ
れ
が
日
本
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
の
悪
化
と
も
連
動
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

第
二
に
、
安
全
保
障
環
境
の
急
速
な
悪
化
を
受
け
て
、
国
内
世
論
は
反
撃
能
力
に
対
し
て
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
経

済
新
聞
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
つ
い
て
、
二
〇
年
七
月
の
時
点
で
は
反
対
（
五
〇
％
台
半
ば
）
が
賛

成
（
四
〇
％
弱
）
を
上
回
っ
て
い
た
の
が
二
一
年
九
月
に
は
ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
た
。
反
撃
能
力
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
二
二
年
五
月

に
賛
成
が
反
対
を
上
回
り
、
同
年
一
一
月
に
は
賛
成
が
六
五
％
、
反
対
が
二
〇
％
台
半
ば
を
占
め
た（

（5
（

。
こ
う
し
た
世
論
調
査
の
変
化

は
、
長
年
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
慎
重
だ
っ
た
公
明
党
の
姿
勢
や
一
部
の
野
党
議
員
の
立
場
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
。
先
述
の
と
お
り
、
政
策
転
換
の
最
後
の
関
門
が
公
明
党
の
合
意
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
同
盟
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
（Joe Biden

）
政
権
は
、「
統
合
抑
止
（Integrated D

eterrence

）」
構
想
に

よ
り
同
盟
国
の
能
力
に
も
以
前
に
も
増
し
て
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
構
想
は
「
敵
対
的
な
活
動
の
コ
ス
ト
が
利
益
を
上
回
る
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こ
と
を
潜
在
的
な
敵
対
者
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
能
力
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
組
み
合
わ
せ
」
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
闘
領
域
（
陸
・
海
・

空
・
サ
イ
バ
ー
・
宇
宙
）、
地
域
（
戦
域
）、
紛
争
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
、
ア
メ
リ
カ
政
府
、
お
よ
び
同
盟
国
と
同
志
国
の
能
力
の
統
合
か
ら

成
っ
て
い
る（

（6
（

。
抑
止
強
化
の
た
め
に
使
え
る
全
て
の
能
力
を
結
集
し
統
合
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
こ
の
構
想
を
採
用
し
た
バ
イ

デ
ン
政
権
は
、
同
盟
国
の
能
力
と
統
合
し
た
抑
止
力
、
す
な
わ
ち
「
同
盟
の
抑
止
力（

（6
（

」
も
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
統
合
抑
止
の

必
要
性
は
、
特
に
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
高
い
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
見
直
し
」
は
、「
中
国
に
よ
る
ペ
ー

ス
調
整
の
課
題
と
増
大
す
る
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
よ
り
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
共
同
の
地
域
防
空
ミ
サ
イ
ル
防

衛
努
力
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。

Ⅲ　

安
保
三
文
書
に
お
け
る
反
撃
能
力

　

日
本
政
府
は
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」、「
国
家
防
衛
戦
略
」、
お
よ
び
「
防
衛
力
整
備
計
画
」
と
い
う
、

三
つ
の
安
全
保
障
関
連
文
書
（
安
保
三
文
書
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
本
節
は
、「
過
去
の
経
緯
が
反
撃
能
力
に
関
す
る
政
策
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
」
と
い
う
二
つ
目
の
問
い
に
対
し
、
保
有
を
公
式
化
し
た
安
保
三
文
書
に
書
き
込
ま
れ
た
反
撃
能
力
に
つ

い
て
文
書
ご
と
に
考
察
す
る
。

1　

国
家
安
全
保
障
戦
略
（
二
〇
二
二
）

　

二
二
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」（
以
下
「
安
保
戦
略
」
と
い
う
）
は
、
日
本
の
防
衛
体
制
の
強
化
の
中
核
と

な
る
「
国
家
安
全
保
障
の
最
終
的
な
担
保
で
あ
る
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、
反
撃
能
力
の
導
入
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る（

（6
（

。
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
目
的
は
、
日
本
へ
の
侵
攻
の
抑
止
で
あ
る
。
反
撃
能
力
は
、「
我
が
国
へ
の
侵
攻
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を
抑
止
す
る
上
で
鍵
と
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
し
な
い
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
政
策
判
断
が
変
更
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
防

衛
能
力
の
強
化
だ
け
で
は
、
高
ま
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
脅
威
に
対
応
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
が
あ
る
。
安
保
戦
略
に
よ
れ
ば
、

「
近
年
、
我
が
国
周
辺
で
は
、
極
超
音
速
兵
器
等
の
ミ
サ
イ
ル
関
連
技
術
と
飽
和
攻
撃
な
ど
実
戦
的
な
ミ
サ
イ
ル
運
用
能
力
が
飛
躍

的
に
向
上
し
、
質
・
量
と
も
に
ミ
サ
イ
ル
戦
力
が
著
し
く
増
強
さ
れ
る
中
、
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
も
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
へ

の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
現
実
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う（

（6
（

。
そ
の
た
め
、
安
保
戦
略
は
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
を
質
・
量
と
も
に

不
断
に
強
化
し
て
い
く
」
方
針
を
掲
げ
つ
つ
も
、「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
い
う
手
段
だ
け
に
依
拠
し
続
け
た
場
合
、
今
後
、
こ
の

脅
威
に
対
し
、
既
存
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
網
だ
け
で
完
全
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
認
め
て
い
る
。
こ
れ
が
反

撃
能
力
保
有
へ
の
転
換
の
理
由
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

安
保
戦
略
に
お
け
る
反
撃
能
力
の
定
義
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
よ
る
攻
撃
が
行
わ
れ
た
場
合
、
武
力
の
行
使
の
三
要
件
に

基
づ
き
、
そ
の
よ
う
な
攻
撃
を
防
ぐ
の
に
や
む
を
得
な
い
必
要
最
小
限
度
の
自
衛
の
措
置
と
し
て
、
相
手
の
領
域
に
お
い
て
、
我
が
国
が
有

効
な
反
撃
を
加
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
等
を
活
用
し
た
自
衛
隊
の
能
力

反
撃
能
力
の
手
段
と
し
て
は
、
脅
威
圏
の
外
か
ら
発
射
で
き
る
長
射
程
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
保
戦
略
は
、
反
撃
能
力
保
有
が
合
憲
で
あ
り
、
専
守
防
衛
の
基
本
政
策
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
る
。
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こ
の
反
撃
能
力
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
年
二
月
二
九
日
に
政
府
見
解
と
し
て
、
憲
法
上
、「
誘
導
弾
等
に
よ
る
攻
撃
を
防
御
す
る
の
に
、

他
に
手
段
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
誘
導
弾
等
の
基
地
を
た
た
く
こ
と
は
、
法
理
的
に
は
自
衛
の
範
囲
に
含
ま
れ
、
可
能
で
あ
る
」
と

し
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
政
策
判
断
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
と
し
て
こ
な
か
っ
た
能
力
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
政
府
見
解
は
、
二
〇
一
五
年
の
平
和
安
全
法
制
に
際
し
て
示
さ
れ
た
武
力
の
行
使
の
三
要
件
の
下
で
行
わ
れ
る
自
衛
の
措
置
に
も
そ

の
ま
ま
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
今
般
保
有
す
る
こ
と
と
す
る
能
力
は
、
こ
の
考
え
方
の
下
で
上
記
三
要
件
を
満
た
す
場
合
に
行
使
し
得

る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
こ
の
反
撃
能
力
は
、
憲
法
及
び
国
際
法
の
範
囲
内
で
、
専
守
防
衛
の
考
え
方
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
武
力
の
行

使
の
三
要
件
を
満
た
し
て
初
め
て
行
使
さ
れ
、
武
力
攻
撃
が
発
生
し
て
い
な
い
段
階
で
自
ら
先
に
攻
撃
す
る
先
制
攻
撃
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　
「
我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
は
、「
日
米
の
基
本
的
な
役
割
分
担
は
今
後
も
変
更
は
な
い
」
こ
と
や
、

反
撃
能
力
の
運
用
に
お
い
て
「
日
米
が
協
力
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
安
保
戦
略
で
は

「
領
域
横
断
作
戦
や
我
が
国
の
反
撃
能
力
の
行
使
を
含
む
日
米
間
の
運
用
の
調
整
」
と
い
う
表
現（

（6
（

が
書
き
込
ま
れ
た
。

　

過
去
の
経
緯
が
政
策
に
与
え
た
影
響
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
三
つ
あ
る
。
ま
ず
、「
反
撃
能
力
」
と
い
う
用
語
で
あ
る
。

自
民
党
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
に
代
わ
り
「
敵
ミ
サ
イ
ル
基
地
攻
撃
能
力
」、「
策
源
地
攻
撃
能
力
」、「
敵
基
地
反
撃
能
力
」、
お
よ

び
「
相
手
領
域
内
で
も
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
阻
止
す
る
能
力
の
保
有
」
と
い
っ
た
用
語
を
提
言
し
て
き
た
が
、
最
終
的
に
二
二
年
四

月
に
提
言
し
た
「
反
撃
能
力
」
が
安
保
三
文
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
用
語
の
言
い
換
え
は
公
明
党
の
賛
成
に
貢
献
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る（

（6
（

。
次
に
、
憲
法
や
専
守
防
衛
政
策
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
国
際
法
違
反
の
先
制
攻
撃
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
能
力
保
有
慎
重
派
の
疑
問
に
対
し
て
明
確
に
否
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
最
後
に
、
第
Ⅱ
節
で
論
じ
た
と
お
り
、「
日
米

の
基
本
的
な
役
割
分
担
は
今
後
も
変
更
は
な
い
」
と
い
う
表
現
に
対
す
る
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
に
関
す
る
一
七
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年
末
の
防
衛
大
臣
会
見
の
影
響
で
あ
る
。

2　

国
家
防
衛
戦
略
（
二
〇
二
二
）

　

二
二
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
家
防
衛
戦
略
」（
以
下
「
防
衛
戦
略
」
と
い
う
）
は
、「
我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
と

い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
安
保
戦
略
と
ま
っ
た
く
同
じ
文
章
（
一
一
五
二
字
）
を
使
っ
て
反
撃
能
力
の
導
入
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る（

（6
（

。
防
衛
政
策
に
つ
い
て
は
、
安
保
戦
略
よ
り
も
そ
の
下
位
の
文
書
で
あ
る
防
衛
戦
略
の
方
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
過
去
の
経
緯
か
ら
判
断
す
る
と
「
戦
後
の
我
が
国
の
安
全
保
障
政
策
を
実
践
面
か
ら
大
き
く
転
換
す
る（

（6
（

」
反
撃
能
力
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
最
上
位
の
安
保
戦
略
で
説
明
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

防
衛
戦
略
は
、
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
反
撃
能
力
の
保
有
に
つ
き
安
保
戦
略
を
補
完
し
て
い
る
。
第
一
に
、「
日
米
共
同

の
抑
止
力
・
対
処
力
の
強
化
」
の
と
こ
ろ
で
、「
我
が
国
の
反
撃
能
力
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
を
含
め
、
日
米
共
同
で
そ
の
能
力

を
よ
り
効
果
的
に
発
揮
す
る
協
力
態
勢
を
構
築
す
る
」
と
い
う
一
文
が
書
き
込
ま
れ
た（

（6
（

。
安
保
戦
略
の
「
領
域
横
断
作
戦
や
我
が
国

の
反
撃
能
力
の
行
使
を
含
む
日
米
間
の
運
用
の
調
整
」
と
い
う
表
現
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。

　

第
二
に
、
反
撃
能
力
は
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
：Integrated A

ir and m
issile defense capabilities

）（
（7
（

」

の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

相
手
か
ら
の
我
が
国
に
対
す
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
公
海
及
び
我
が
国
の
領
域

の
上
空
で
、
我
が
国
に
向
け
て
飛
来
す
る
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
す
る
。
そ
の
上
で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
に
や
む
を
得
な
い

必
要
最
小
限
度
の
自
衛
の
措
置
と
し
て
、
相
手
の
領
域
に
お
い
て
、
有
効
な
反
撃
を
加
え
る
能
力
と
し
て
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
等

を
活
用
す
る
。
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防
衛
戦
略
は
、
続
け
て
「
こ
う
し
た
有
効
な
反
撃
を
加
え
る
能
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
相
手
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
制
約
し
、
ミ
サ

イ
ル
防
衛
に
よ
る
迎
撃
を
行
い
易
く
す
る
こ
と
で
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
相
ま
っ
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
そ
の
も
の
を
抑
止
し
て
い
く
」
と

補
足
し
て
い
る（

（7
（

。
こ
こ
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
能
力
と
反
撃
能
力
が
相
ま
っ
て
抑
止
力
を
高
め
る
論
理
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
防
衛
戦
略
は
、「
将
来
の
自
衛
隊
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
も
「
各
自
衛
隊
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛

能
力
等
を
反
撃
能
力
と
し
て
活
用
す
る
」
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る（

（7
（

。

　

な
お
、
防
衛
戦
略
は
、「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
当
た
っ
て
重
視
す
る
能
力
」
と
し
て
、
①
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
、
②

統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
、
③
無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能
力
、
④
領
域
横
断
作
戦
能
力
、
⑤
指
揮
統
制
・
情
報
関
連
機
能
、
⑥
機

動
展
開
能
力
・
国
民
保
護
、
⑦
持
続
性
・
強
靱
性
を
挙
げ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
防
衛
戦
略
は
、
反
撃
能
力
を
②
統
合

防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
な
が
ら
、
反
撃
能
力
と
し
て
①
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
を
活
用
す
る
と
し

て
い
る
。
他
方
で
、
①
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
に
つ
い
て
「
島
嶼
部
を
含
む
我
が
国
に
侵
攻
し
て
く
る
艦
艇
や
位
置
付
け
等
に

対
し
て
脅
威
圏
の
外
か
ら
対
処
す
る
」
も
の
と
し
て
お
り
、
相
手
の
領
域
に
あ
る
目
標
へ
の
反
撃
と
い
う
点
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
反
撃
能
力
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
に
あ
る
と
お
り
、「
反
撃
能
力
の
た
め
の
独
自
の

整
備
方
針
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
る（

（7
（

。
こ
の
こ
と
は
、
一
七
年
末
に
防
衛
大
臣
が
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
導
入
を

最
初
に
表
明
し
た
際
、「
い
わ
ゆ
る
『
敵
基
地
攻
撃
』
を
目
的
と
し
た
も
の
」
で
は
な
い
と
強
調
し
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

3　

防
衛
力
整
備
計
画
（
二
〇
二
二
）

　

二
二
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
防
衛
力
整
備
計
画（

（7
（

」（
以
下
「
整
備
計
画
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
反
撃
能
力
へ
の
直
接
の
言
及
は

少
な
い
。
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
の
説
明
に
お
い
て
、
安
保
戦
略
や
防
衛
戦
略
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
す
と
と
も
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に
、「
こ
の
反
撃
能
力
の
運
用
は
、
統
合
運
用
を
前
提
と
し
た
一
元
的
な
指
揮
統
制
の
下
で
行
う
」
と
い
う
一
文
が
加
わ
っ
て
い
る

他
、
日
米
防
衛
協
力
の
強
化
に
関
連
し
て
「
我
が
国
に
よ
る
反
撃
能
力
の
行
使
に
係
る
協
力
」
と
い
う
表
現（

（7
（

や
、
人
的
基
盤
の
強
化

に
関
連
し
て
「
反
撃
能
力
を
始
め
と
す
る
新
た
な
任
務
の
増
加
を
踏
ま
え
た
隊
員
の
処
遇
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
一
文（

（7
（

が
あ
る
程

度
で
あ
る
。

　

整
備
計
画
に
お
け
る
「
自
衛
隊
の
能
力
等
に
関
す
る
主
要
事
業
」
の
筆
頭
に
来
て
い
る
の
が
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
で
あ

る
。「
抜
本
的
に
強
化
さ
れ
た
防
衛
力
の
目
標
と
達
成
時
期
」（
別
表
1
）
に
よ
る
と
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
に
つ
い
て
は
、

二
〇
二
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
を
実
践
的
に
運
用
す
る
能
力
を
獲
得
」
し
、
お
お
む
ね
一
〇
年

後
ま
で
に
「
よ
り
先
進
的
な
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
を
運
用
す
る
能
力
を
獲
得
」
す
る
と
と
も
に
、「
必
要
か
つ
十
分
な
数

量
を
確
保
」
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る（

（7
（

。
最
初
の
五
年
間
の
目
標
と
し
て
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
は
、
防
衛
力
整

備
の
最
重
点
項
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

整
備
計
画
を
受
け
て
、
令
和
五
年
度
防
衛
力
整
備
の
第
一
の
主
要
事
業
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
次
の
装
備
品
の
整
備
が
含
ま
れ
て
い
る（

（7
（

。
一
二
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
（
地
上
発
射
型
、
艦
艇
発
射
型
、
航
空

機
発
射
型
）
及
び
量
産
（
地
上
発
射
型
）、
島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
の
研
究
及
び
量
産
、
島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
（
能
力
向
上
型
）

の
開
発
、
極
超
音
速
誘
導
弾
の
研
究
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
取
得
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
取
得
。
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
令
和
五
年
度

事
業
費
は
、
契
約
ベ
ー
ス
で
約
一
・
四
兆
円
、
歳
出
ベ
ー
ス
で
約
〇
・
一
兆
円
と
な
っ
て
い
る（

（7
（

。

　

上
記
の
ミ
サ
イ
ル
の
う
ち
「
島
嶼
防
衛
用
」
と
わ
ざ
わ
ざ
書
い
て
い
な
い
も
の
は
、
反
撃
能
力
と
し
て
も
使
用
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る（

（8
（

。
国
産
と
な
る
一
二
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
の
開
発
と
量
産
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
軍
で
使
用

さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
ト
マ
ホ
ー
ク
を
取
得
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
と
い
う
弱
点
を
抱

え
る
た
め
、
極
超
音
速
誘
導
弾
の
研
究
も
同
時
に
進
め
て
い
く
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
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な
お
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
は
、
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
と
と
も
に
一
七
年
末
の
防
衛
大
臣
会
見
で
、
戦
闘
機
Ｆ
―

15
に
装
着
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
調
査
と
準
備
を
行
う
こ
と
が
表
名
さ
れ
て
い
た
。
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
方
は
、
Ｆ
―

15
の
改
修
費
が
想
定
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
導
入
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
防
衛
省
は
二
一
年
八
月
に
発
表
し
て
い
た（

（8
（

。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
二
三
年
八
月
に
日
本
政
府
へ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
売
却
を
承
認
し
て
議
会
に
通
知
し
た
こ
と
を
発
表
し
た（

（8
（

。
さ

ら
に
、
同
年
一
〇
月
四
日
（
日
本
時
間
五
日
）
の
日
米
防
衛
相
会
談
で
は
、
日
米
防
衛
相
が
ト
マ
ホ
ー
ク
導
入
を
一
年
前
倒
し
に
し

て
二
五
年
度
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た（

（8
（

。
翌
月
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
日
本
政
府
へ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
の
売
却
を
承
認
し
て
議
会
に

通
知
し
て
い
る（

（8
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、「
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
「
過
去
の
経
緯
が
反
撃
能
力
に
関
す
る
政

策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
」
と
い
う
研
究
の
問
い
に
対
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
一
つ
目
の
問
い
に
対
し
て
は
、
一
九
九

九
年
か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
の
日
本
の
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
を
一
〇
年
代
の
中
頃
で
二
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
察

し
た
。
第
Ⅰ
節
で
検
討
し
た
、
日
本
政
府
が
能
力
保
有
に
向
け
て
慎
重
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
最
初
の
時
期
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
再

分
割
し
て
整
理
し
た
。
自
民
党
に
お
い
て
保
有
に
向
け
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
き
た
九
九
―
一
二
年
の
時
期
（
第
一
項
）

と
、
一
三
年
の
二
五
防
衛
大
綱
と
一
五
年
の
新
日
米
指
針
の
時
期
（
第
二
項
）
で
あ
る
。
次
に
、
第
Ⅱ
節
で
検
討
し
た
、
事
実
上
の

能
力
導
入
か
ら
保
有
を
公
式
化
し
た
次
の
時
期
は
、
さ
ら
に
三
つ
に
再
分
割
し
て
整
理
し
た
。
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導

入
の
時
期
（
二
〇
一
六
―
一
七
年
）、
能
力
保
有
明
記
の
先
送
り
の
時
期
（
二
〇
一
八
―
二
一
年
）、
お
よ
び
能
力
保
有
の
公
式
化
の
時

期
（
二
〇
二
一
―
二
二
年
）
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
二
つ
目
の
問
い
に
対
し
、
第
Ⅲ
節
は
、
安
保
三
文
書
に
書
き
込
ま
れ
た
反
撃
能
力
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
過

去
の
経
緯
が
政
策
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
一
七
末
の
防
衛
大
臣
の
会
見
で
、
敵
基
地
攻

撃
の
目
的
を
否
定
し
た
上
で
反
撃
能
力
と
し
て
使
え
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
を
導
入
し
た
こ
と
が
安
保
三
文
書
に
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。

　

日
本
の
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
に
お
い
て
、
推
進
と
抵
抗
の
多
様
な
要
因
が
作
用
し
て
い
た
。
推
進
に
働
い
た
国
際
環

境
要
因
は
、
主
に
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
で
あ
っ
た
。
同
盟
国
の
ア
メ
リ
カ
は
、
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
中

国
へ
の
配
慮
か
ら
消
極
的
で
あ
っ
た
。
国
内
ア
ク
タ
ー
で
言
え
ば
、
自
民
党
が
一
〇
年
頃
か
ら
積
極
的
で
あ
っ
た
一
方
、
公
明
党
や

野
党
が
消
極
的
で
あ
り
続
け
た
。
し
か
し
、
安
保
三
文
書
の
改
定
に
向
け
た
二
一
年
秋
か
ら
の
一
年
間
に
は
推
進
要
因
が
増
加
し
た
。

国
際
要
因
と
し
て
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
過
去
最
大
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
加
え
、
中
国
に
よ
る
挑
戦
的
な
軍
事
活
動
の
拡
大
・
活

発
化
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
起
き
た
。
そ
れ
が
、
日
本
の
国
内
世
論
に
お
け
る
賛
成
派
の
増
加
と
反
対
派
の
減
少
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
公
明
党
の
軟
化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
反
撃
能
力
保
有
を
公
約
に
含
め
て
衆
院
選
を
戦
い
抜
い
た
岸
田
首

相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
〇
年
以
上
の
時
を
経
て
、
つ
い
に
政
策
変
化
に
つ
な
が
る
「
政
策
の

窓
（
（8
（

」
が
開
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
了
）

（
1
）　
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
二
〇
二
二
年
、
四
―
五
頁
。

（
2
）　

佐
藤
克
枝
「
日
本
の
安
全
保
障
政
策
―
新
た
な
反
撃
能
力
に
つ
い
て
」『
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
国
際
研
究
』
第
一
六
号
、
二
〇
二
三

年
、
一
五
―
二
六
頁
、
沓
脱
和
人
「
防
衛
分
野
に
お
け
る
主
な
課
題
―
戦
略
三
文
書
に
掲
げ
ら
れ
た
反
撃
能
力
の
保
有
と
継
戦
能
力
の
向

上
」『
立
法
と
調
査
』
第
四
五
四
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
、
六
六
―
八
二
頁
。
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（
3
）　

敵
基
地
攻
撃
に
関
す
る
政
府
見
解
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
戸
蒔
仁
司
「
敵
基
地
攻
撃
論
の
キ
メ
ラ
―
い
わ
ゆ
る
『
敵
基
地
攻
撃
』
に

関
す
る
政
府
解
釈
の
変
遷
に
つ
い
て
」『
北
九
州
市
立
大
学
法
政
論
集
』
第
四
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
九
三
八
―
八
一
二
頁

を
参
照
。

（
4
）　

二
二
年
一
二
月
に
決
定
さ
れ
た
安
全
保
障
関
連
三
文
書
、
す
な
わ
ち
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」（
安
保
戦
略
）、「
国
家
防
衛
戦
略
」

（
防
衛
戦
略
）、
お
よ
び
「
防
衛
力
整
備
計
画
」（
整
備
計
画
）
に
つ
い
て
は
、
防
衛
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。https://w

w
w

.m
od.

go.jp/j/policy/agenda/guideline/index.htm
l

　

過
去
の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」、「
防
衛
計
画
の
大
綱
」（
防
衛
大
綱
）、「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
な
ど
戦
後
日
本
の
国
際
関
係
に

お
け
る
重
要
文
書
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
世
界
と
日
本
」（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
内
の

「
日
本
政
治
・
国
際
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
。https://w

orldjpn.net/

（
5
）　

ア
メ
リ
カ
政
府
の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
や
「
国
家
防
衛
戦
略
」（
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
国
防
省
歴
史

室
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。https://history.defense.gov/H

istorical-Sources/N
ational-Security-Strategy/

（
6
）　

過
去
三
回
（
七
八
年
・
九
七
年
・
一
五
年
）、
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で
了
承
さ
れ
て
き
た
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」

（
日
米
指
針
）
に
つ
い
て
は
、
防
衛
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。https://w

w
w

.m
od.go.jp/j/approach/anpo/index.htm

l

（
7
）　

防
衛
省
（
庁
）
編
『
日
本
の
防
衛
―
防
衛
白
書
』（
防
衛
白
書
）
は
、
防
衛
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
文
検
索
が
可
能
。http://

w
w

w
.clearing.m

od.go.jp/hakusho_w
eb/

（
8
）　

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
参
照
。https://kokkai.ndl.go.jp/#/

（
9
）　

文
書
の
出
典
は
そ
の
都
度
示
す
。

（
10
）　

事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、「
資
料
11　

わ
が
国
の
Ｂ
Ｍ
Ｄ
整
備
へ
の
取
組
の
変
遷
」
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
二
年
版
、
五
〇

一
頁
を
参
照
。

（
11
）　

例
え
ば
、
前
原
誠
司
「『
専
守
防
衛
論
』
再
考
―
反
撃
能
力
を
も
つ
こ
と
は
日
本
国
憲
法
の
趣
旨
に
反
し
な
い
」『V

oice

』
第
二
五

六
号
、
一
九
九
九
年
四
月
、
一
二
四
―
一
三
三
頁
を
参
照
。
当
時
、
前
原
誠
司
は
民
主
党
所
属
の
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
。

（
12
）　

衆
議
院
「
安
全
保
障
委
員
会
会
議
録
」
第
三
号
、
一
九
九
九
年
三
月
三
日
、
五
、
六
頁
、
衆
議
院
「
安
全
保
障
委
員
会
会
議
録
」
第

二
号
、
一
九
九
九
年
二
月
九
日
、
一
一
頁
。
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（
13
）　

衆
議
院
「
安
全
保
障
委
員
会
会
議
録
」
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
七
日
、
七
頁
。

（
14
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
三
年
三
月
二
八
日
、
二
頁
。

（
15
）　

防
衛
庁
編
『
防
衛
白
書
』
平
成
一
六
年
版
、
九
七
頁
。

（
16
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
一
一
日
、
二
頁
、『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
一
一
日
、
四
頁
。

（
17
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
六
月
一
〇
日
、
二
頁
、『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
六
月
一
〇
日
、
二
頁
。

（
18
）　

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
・
国
防
部
会
「
提
言
・
新
防
衛
計
画
の
大
綱
に
つ
い
て
―
国
家
の
平
和
・
独
立
と
国
民
の
安
全
・
安
心
確

保
の
更
な
る
進
展
―
」
二
〇
一
〇
年
六
月
一
四
日
、https://w

w
w

.jim
in.jp/new

s/policy/130179.htm
l

。

（
19
）　

自
由
民
主
党
「
新
『
防
衛
計
画
の
大
綱
』
策
定
に
係
る
提
言
（『
防
衛
を
取
り
戻
す
』）」
二
〇
一
三
年
六
月
四
日
、https://w

w
w

.
jim

in.jp/policy/policy_topics/pdf/pdf10 6_2_1.pdf

。

（
20
）　
「〈
解
説
〉
あ
る
べ
き
防
衛
力
の
機
能
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
」
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
平
成
二
五
年
版
。

（
21
）　

七
月
に
公
表
さ
れ
た
防
衛
大
綱
の
中
間
報
告
で
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
す
る
「
総
合
的
な
対
応
能
力
の
充
実
」
と
い
う
間
接

的
な
表
現
が
使
わ
れ
て
い
た
。『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日
、
四
頁
。

（
22
）　

同
右
、『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
日
、
四
頁
、
永
沢
毅
「
防
衛
力
強
化
促
し
た
米
国
の
変
心
」『
日
経
ニ
ュ
ー
ス

ア
ー
カ
イ
ブ
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
六
日
。

（
23
）　

カ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
イ
ー
ラ
イ
・
ラ
ト
ナ
ー
「
対
中
幻
想
に
決
別
し
た
新
ア
プ
ロ
ー
チ
を
―
中
国
の
変
化
に
期
待
す
る
の
は
止

め
よ
」『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
』
二
〇
一
八
年
四
月
号
、
六
―
一
六
頁
。

（
24
）　

二
〇
一
五
年
の
日
米
指
針
の
場
合
、「
米
軍
は
、
自
衛
隊
を
支
援
し
及
び
補
完
す
る
た
め
、
打
撃
力
の
使
用
を
伴
う
作
戦
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
表
現
は
、
領
域
横
断
的
な
作
戦
に
つ
い
て
は
あ
る
が
、「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
の
作
戦
」

に
は
な
い
。

（
25
）　

織
田
邦
男
「
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
『
専
守
防
衛
』
に
反
す
る
？
―
マ
ス
コ
ミ
と
野
党
の
あ
き
れ
た
的
外
れ
」『
正
論
』
第
五
五

六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
二
六
〇
頁
。

（
26
）　W

hite H
ouse, T

he N
ational Security Strategy of the U

nited States of A
m

erica, February 2015.

（
27
）　

防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
五
年
版
、
一
〇
五
頁
。
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（
28
）　

同
右
、
一
〇
九
頁
。

（
29
）　

同
右
、
一
〇
二
頁
。

（
30
）　

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
迅
速
か
つ
根
本
的
な
強
化
に
関
す
る
提
言
」
二
〇
一
七
年
三
月
三
〇
日
、

https://storage.jim
in.jp/pdf/new

s/policy/134586_1.pdf

。

（
31
）　

防
衛
省
「
大
臣
会
見
概
要
」
二
〇
一
七
年
一
二
月
八
日
、https://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11591426/w
w

w
.m

od.
go.jp/j/press/kisha/2017/12/0 8.pdf

。

（
32
）　
Ｊ
Ｓ
Ｍ
は
、
統
合
打
撃
ミ
サ
イ
ル
（Joint Strike M

issile

）
の
略
称
。

（
33
）　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
は
、
統
合
空
対
地
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
（Joint A

ir to Surface Standoff M
issile

）
の
略
称
。
正
確
に

は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
―

Ｅ
Ｒ
（Extended Range

）
と
い
う
。
同
記
者
会
見
で
は
、「
よ
く
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
―

Ｅ
Ｒ
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す

が
、
今
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
は
こ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
―

Ｅ
Ｒ
し
か
作
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
Ｅ
Ｒ
の
こ
と
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
私
ど
も
は
呼
ん

で
お
り
ま
す
」
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

（
34
）　

Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
は
、
長
距
離
対
艦
ミ
サ
イ
ル
（Long Range A

nti-Ship M
issile

）
の
略
称
。

（
35
）　

こ
の
予
算
要
求
を
受
け
て
、
二
〇
一
八
年
度
予
算
に
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
（
二
二
億
円
）
が
計
上
さ
れ
た
。

予
算
の
概
要
を
説
明
す
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
機
へ
の
「
搭
載
に
必
要
な

機
体
改
修
を
行
う
た
め
の
適
合
性
調
査
を
実
施
」
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
防
衛
省
「
我
が
国
の
防
衛
と
予
算
―
平
成
三
〇
年
度
予
算
の

概
要
―
」
二
〇
一
八
年
三
月
二
九
日
掲
載
、https://w

w
w

.m
od.go.jp/j/budget/yosan_gaiyo/2018/yosan.pdfhttps://w

w
w

.
m

od.go.jp/j/yosan/yosan_gaiyo/201 8/yosan.pdf
。

（
36
）　

文
谷
数
重
「
島
嶼
防
衛
で
対
地
攻
撃
に
使
う
と
言
う
の
は
欺
瞞　
本
当
の
目
的
は
何
か
、
期
待
す
る
効
果
は
如
何
ほ
ど
か　
日
本
の

『
巡
航
ミ
サ
イ
ル
』
の
攻
撃
目
標
」『
軍
事
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
五
六
―
六
七
頁
。

（
37
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
、
四
頁
。

（
38
）　
Ｊ
Ｓ
Ｍ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
製
で
あ
る
が
、
そ
の
開
発
に
は
米
レ
イ
セ
オ
ン
社
が
協
力
し
た
。『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
七
年
一
二
月

一
〇
日
、
三
頁
。

（
39
）　W

hite H
ouse, T

he N
ational Security Strategy of the U

nited States of A
m

erica, D
ecem

ber 2017.
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（
40
）　

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
「
新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
た
提
言
～
『
多
次
元
横
断
（
ク

ロ
ス
・
ド
メ
イ
ン
）
防
衛
構
想
』
の
実
現
に
向
け
て
～
」
二
〇
一
八
年
五
月
二
九
日
、https://storage.jim

in.jp/pdf/new
s/

policy/1 37478_1.pdf

。

（
41
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
一
日
、
一
頁
。

（
42
）　

北
朝
鮮
に
よ
る
一
六
・
一
七
年
の
核
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
は
、
同
国
政
府
に
対
米
カ
ー
ド
を
与
え
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府

の
憂
慮
を
深
め
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
（
当
時
）
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
（
一
八
年
六
月
、
一
九
年
二
月
・
六
月
）

に
つ
な
が
っ
た
。
寺
林
裕
介
「
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
に
お
け
る
北
朝
鮮
の
非
核
化
交
渉
プ
ロ
セ
ス
―
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
の

向
上
を
踏
ま
え
て
」『
立
法
と
調
査
』
第
四
四
〇
号
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
、
八
三
―
九
五
頁
。

（
43
）　

防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
五
年
版
、
一
〇
五
頁
。

（
44
）　

さ
ら
に
、
二
五
防
衛
大
綱
の
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
手
段
等
」
の
表
現
か
ら
「
弾
道
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
脅

威
も
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
45
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
六
月
一
九
日
、
四
頁
、『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
六
月
一
九
日
、
四
頁
。

（
46
）　

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
「
国
民
を
守
る
た
め
の
抑
止
力
向
上
に
関
す
る
提
言
」
首
相
官
邸
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
〇
年
八
月
四

日
、https://jim

in.jp-east-2.storage.api.nifcloud.com
/pdf/new

s/policy/200442_1.pdf

。

（
47
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
一
月
〇
九
日
、
四
頁
。

（
48
）　
「
新
た
な
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
及
び
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
、

https://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/content/000075220.pdf

。

（
49
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
（
夕
刊
）、
三
頁
、『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
九
日
、
二
頁
。

（
50
）　

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
「
激
変
す
る
安
全
保
障
環
境
に
対
応
し
た
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
た
め
の
提
言
」
二
〇
二
一
年
五
月
二

五
日
、https://storage.jim

in.jp/pdf/new
s/policy/201696_1.pdf

。

（
51
）　

自
由
民
主
党
「
令
和
三
年
政
権
公
約
」https://storage.jim

in.jp/pdf/m
anifest/20211018_m

anifest.pdf

。

（
52
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
一
月
〇
九
日
、
四
頁
。

（
53
）　

自
由
民
主
党
「
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の
策
定
に
向
け
た
提
言
」
二
〇
二
二
年
四
月
二
六
日
、https://storage.jim

in.jp/
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pdf/new

s/policy/203401_1.pdf

。

（
54
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
二
年
四
月
二
六
日
、
三
頁
。

（
55
）　
「『
国
力
と
し
て
の
防
衛
力
を
総
合
的
に
考
え
る
有
識
者
会
議
』
報
告
書
」
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
二
日
、https://w

w
w

.cas.
go.jp/jp/seisaku/boueiryoku_kaigi/pdf/20221122_houkokusyo.pdf

。

（
56
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
日
、
四
頁
。
日
本
政
府
は
、
反
撃
能
力
の
行
使
の
対
象
に
つ
い
て
「
ど
こ
で
も
攻
撃
し

て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
攻
撃
を
厳
格
に
軍
事
目
標
に
対
す
る
も
の
に
限
定
す
る
と
い
っ
た
国
際
法
の
遵
守
を
当
然
の
前
提
と
し

た
上
で
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
防
ぐ
の
に
や
む
を
得
な
い
必
要
最
小
限
度
の
措
置
の
対
象
を
個
別
具
体
的
な
状
況
に
照
ら
し
て
判
断
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
五
年
版
、
二
一
三
頁
。

（
57
）　

同
右
、
一
〇
五
頁
。

（
58
）　
「
安
保
戦
略
」
九
頁
。

（
59
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
日
、
四
頁
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
六
日
、
二
頁
。

（
60
）　W

hite H
ouse, T

he N
ational Security Strategy of the U

nited States of A
m

erica, O
ctober 2022, p. 22.

（
61
）　

日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
「
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
2
＋
2
）
共
同
発
表
」
二
〇
二
三
年
一
月
一
一
日
、https://

w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/files/100444 893.pdf

。

（
62
）　D

epartm
ent of D

efense, 2022 M
issile D

efense R
eview

, O
ctober 2022, p. 10.

（
63
）　
「
安
保
戦
略
」
一
七
―
一
八
頁
。

（
64
）　
「
解
説　

わ
が
国
周
辺
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル
脅
威
の
高
ま
り
」
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
五
年
版
、
三
八
頁
も
参
照
。

（
65
）　
「
安
保
戦
略
」
二
〇
頁
。

（
66
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
日
、
四
頁
。

（
67
）　
「
防
衛
戦
略
」
九
―
一
〇
頁
。

（
68
）　
「
安
保
戦
略
」
五
頁
。

（
69
）　
「
防
衛
戦
略
」
一
四
頁
。

（
70
）　

ち
な
み
に
、
三
〇
防
衛
大
綱
で
は
「
総
合
ミ
サ
イ
ル
防
空
能
力
（com

prehensive air and m
issile defense capability

）」
と
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い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
防
衛
戦
略
で
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
や
軍
が
使
っ
て
い
る
用
語
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
と
同
一
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
に
も
、
防
空
作
戦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
い
っ
た
積
極
防
衛
や
、
基
地
の
抗
た
ん
化
や
偽
装
な
ど
に
よ
る
被
害
の
限

定
化
と
い
っ
た
消
極
防
衛
に
加
え
て
、
敵
の
策
源
地
に
対
す
る
攻
撃
作
戦
が
含
ま
れ
て
い
る
。
有
江
浩
一
、
山
口
尚
彦
「
米
国
に
お
け
る

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
（
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
）
に
関
す
る
取
組
み
」『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
三
七

―
六
一
頁
。

（
71
）　
「
防
衛
戦
略
」
一
八
頁
。

（
72
）　

同
右
、
二
二
頁
。

（
73
）　
「
反
撃
能
力
に
関
す
る
質
問
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
答
弁
書
」
内
閣
参
質
二
一
〇
第
八
二
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
三
日
。

（
74
）　
「
防
衛
力
整
備
計
画
」
と
は
、「
国
家
防
衛
戦
略
」
の
下
で
「
わ
が
国
と
し
て
保
有
す
べ
き
防
衛
力
の
水
準
を
示
し
、
そ
の
水
準
を
達

成
す
る
た
め
の
中
長
期
的
な
整
備
計
画
」
を
い
う
。
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
五
年
版
、
一
九
八
頁
。

（
75
）　
「
整
備
計
画
」
一
六
頁
。

（
76
）　

同
右
、
二
七
頁
。

（
77
）　

同
右
、
三
二
頁
。

（
78
）　

防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
令
和
五
年
版
、
二
三
六
頁
。

（
79
）　

同
右
、
二
三
九
頁
。

（
80
）　

福
好
昌
治
「
最
新
軍
事
セ
ミ
ナ
ー　
日
本
の
『
敵
基
地
攻
撃
用
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
』
大
研
究
」『
丸
』
第
七
三
巻
第
一
一
号
、
二
〇
二

〇
年
一
一
月
、
五
九
―
六
〇
頁
。

（
81
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
一
年
八
月
六
日
、
四
頁
。

（
82
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
三
年
八
月
二
九
日
（
夕
刊
）、
一
頁
。

（
83
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
〇
月
五
日
（
夕
刊
）、
一
頁
。

（
84
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
八
日
（
夕
刊
）、
三
頁
。

（
85
）　John W

. K
ingdon, A

gendas, A
lternatives, and Public Policies, 2nd ed. 

（N
ew

 Y
ork: H

arper Collins College 
Publishers, 1995

）.




